
湘現会講演会のご案内 

「ロッキード事件と日本社会」 

 

 

●講師：元・中外製薬、ノバルティス製薬で開発企画責任役員  

 

元毎日新聞記者 板垣 雅夫 氏 
●日時： 平成３０年 ２月 １８日（日） 

●会場： 鎌倉芸術館会議室 1  

午後 1 時 15 分 受付開始 

午後 1 時 45 分 開会 

午後 1 時 50 分 講演開始 

午後 3 時 50 分 講演終了 

●資料代： 当日のみの参加者 先着 58 名 500 円  

     （事前予約無くても OK です） 

●照会先： 桑原啓二 Ｔ＆Ｆ；046-872-2213 

      メール  pr@syogenkai-n.sakura.ne.jp 
 

主催 湘現会（湘南鎌倉生涯現役の会） 

後援 鎌倉市教育委員会 

 

  後援   鎌倉市教育委員会 

 

 

昭和 51 年 2 月 7 日。 ロッキード事件はアメリカの通信社 UPI から流れて 

きました。  この外電に対し日本の新聞社は極めて敏感に反応をしました。

特に社会部記者や政治部記者たちです。  「これは大変なことになるぞ」と

ピンときて分かったのです。 それはどうしてか？ 

 


